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１．リソースアグリゲータ事業とは？

▌分散型エネルギー資源の活用
ü需要家側に分散して存在する蓄電池等のエネルギー資源（リソース）を統合し、

あたかも一つの発電所のように機能させ、多様なサービスを提供する事業
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需要家群

リソースアグリゲータ事業のイメージ
各ステークホルダーとの関係
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２．リソースアグリゲータ事業の必要性

エネルギーにおける
社会価値 全ての人に電⼒を公平に安定供給すること

現状
“同時同量”を実現し安定
的に電⼒を供給するため
には、低い稼働率の発電
設備を維持する必要あり

課題② CO2排出量削減⽬標の達成

課題① 調整⼒⽤発電所の⽼朽化(※)

2020年度までに、2005年度⽐で3.8%
減の政府目標

※稼働40年以上の⽕⼒発電所⽼朽⽕⼒ 出⼒計
[万kW]

2,617
4,407

FY2014 FY2024

今後

再生可能エネルギーと
蓄電池を調整⼒として活用

解決③ CO2排出量削減

解決① 調整⼒発電所への
投資抑制

再生可能
エネルギー⽕⼒発電

蓄電池

解決② 分散配置された蓄電池の
有効活⽤
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●大型蓄電池が設置できない都会でも、街に分散する既設蓄電池を仮想大型化
●リアルタイム充放電制御で⼀定の電⼒を継続的に利⽤可能

３．蓄電池による調整⼒

階層協調システムにより統合された蓄電池
リソースアグリゲータ 電気事業者

需給調整契約

▌電⼒の安定供給に必要な調整⼒を、“階層協調システム”技術で実現
ü分散配置された小型蓄電池を仮想的に大型蓄電池として（≧ 1万kW）運用
ü大規模分散システム（≧数十万台 ）のリアルタイム制御（秒単位）を実現
ü⺠間が所有する小型蓄電池を社会資本の一部として有効活用し、投資費用

（発電所保守、更新等）を抑制、CO2排出量を削減

蓄電クラウド

統合制御

需要家群

多数蓄電池の状態に応じて、満充
電や枯渇を回避しつつ、調整⼒を最
大化する充放電係数を個別に指示

充放電係数と系統の需給状態
情報を基に、リアルタイムな充放
電を実現

ローカル制御
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４．リソースアグリゲータ事業実現に向けて
▌NECの取組み状況
üビジネスモデル
•需要家向けサービスモデルの具体化（2015年度フィジビリティスタデイ実施）
ü技術
•蓄電クラウドによるリソース（家庭用蓄電池）管理を運用中
•分散蓄電池制御システムを設計中、2016年度中に実証予定

▌リソースアグリゲータ事業実現に向けた課題
ü分散型リソースの普及： 需要家蓄電池の普及（10万台／~2019）促進のための支援、等
ü規格・標準化： エネルギー制御用通信規格の整備、国際標準への対応、等
ü法制度： 分散型リソース内の電⼒情報の計量に関する法整備、等

マイルストン
2016 2017 2018 2019 2020 ・・・ 2025
事業化
準備 事業開始 ・・・ ・・・ 事業拡大 ・・・ ・・・

開発する
サービス

▲需要家向けエネルギーマネージメントサービス
▲ネガワット取引サービス 等

▲調整⼒提供サービス
発電／送配電事業者向け
電⼒取引市場経由




